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五
月
九
日
（
土
）
、
北
見
市
立
西
小
学
校
に

お
い
て
、
北
海
道
生
活
教
育
研
究
会
と
合
同

で
第
四
一
回
の
「
ま
な
ビ
バ
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
前
・
午
後
を
合
わ
せ
て
八
名
の
参
加

で
、
四
本
の
レ
ポ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

（
組
合
員
か
ら
五
名
、
新
採
用
の
先
生
や
未

組
織
の
先
生
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
常
呂
川
自
然
学
校
の
代

表
の
方
が
参
加
）
ま
た
、
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー

も
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

レ
ポ
ー
ト
で
は
、
和
田
か
ら
は
今
年
度
の

特
別
支
援
学
校
小
学
部
の
配
属
学
級
の
様
子

が
。
若
狭
先
生
か
ら
は
、
「
指
導
が
困
難
」
と

学
校
で
は
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
小
四
の
学
級
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
山
本
先
生
か

ら
は
、
特
別
支
援
学
級
で
子
ど
も
の
声
を
聞

き
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
様
子
が
話
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
坪
先
生
か
ら
は
、
初

め
て
担
当
す
る
「
こ
と
ば
の
教
室
」
に
つ
い
て

の
レ
ポ
ー
ト
で
、
授
業
の
中
で
子
ど
も
と
仲
良

く
な
る
こ
と
、
信
頼
関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と
、

ま
た
、
保
護
者
や
担
任
の
先
生
と
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
、
こ
と
ば
の
教
室
で
の
活

動
が
「
治
療
」
か
「
教
育
」
な
の
か
の
難
し
さ

な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

新
採
用
の
先
生
か
ら
も
い
く
つ
か
の
質
問
が

あ
り
、
学
級
の
み
ん
な
で
話
し
を
す
る
こ
と
の

大
切
さ
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
常

呂
川
自
然
学
校
の
活
動
や
課
題
な
ど
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た

今
年
度
初
め
て
の
「
ま
な
ビ
バ
」
で
し
た
。

北
見
駅
前
広
場
で
労
働
者
の
祭
典
、
第

間
ら
し
い
連
帯
に
あ
ふ
れ
た
社
会
の
形
成

八
六
回
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

を
め
ざ
す
市
民
道
徳
を
育
む
教
育
を
め

北
見
労
連
に
結
集
す
る
労
働
者
や
民
主
団

ざ
し
全
力
で
取
り
組
む
。
」
と
述
べ
ま
し

体
、
一
般
市
民
な
ど
一
八
〇
人
ほ
ど
の
労

た
。
途
中
で
、
マ
イ
ク
が
切
れ
る
ハ
プ
ニ

働
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会
場
は
大
変

集
会
の
冒
頭
、
メ
ー
デ
ー
実
行
委
員
会

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

を
代
表
し
て
、
北
見
労
連
の
森
田
議
長
の

六
時
過
ぎ
か
ら
は
、
各
団
体
の
工
夫

挨
拶
の
後
、
参
加
団
体
・
労
働
組
合
か
ら

さ
れ
た
か
つ
ぎ
物
や
「
憲
法
９
条
を
守
ろ

怒
り
の
訴
え
が
あ
り
、
闘
う
決
意
を
表
明

う
」
な
ど
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
や

す
る
た
び
に
共
感
と
激
励
の
拍
手
が
わ
き

ゼ
ッ
ケ
ン
を
掲
げ
、
参
加
者
全
員
で
中

起
こ
り
ま
し
た
。

心
街
を
一
周
す
る
デ
モ
行
進
を
行
い
ま

網
走
教
組
か
ら
は
、
大
坪
委
員
長
が
道

し
た
。

徳
の
教
科
化
の
問
題
を
取
り
あ
げ
、
「
特

今
回
の
メ
ー
デ
ー
に
は
、
網
走
教
組

定
の
価
値
観
を
子
ど
も
た
ち
に
押
し
つ
け
、
か
ら
三
名
（
北
見
支
部
）
と
参
加
が
少

子
ど
も
た
ち
を
国
や
財
界
の
都
合
の
い
い

な
か
っ
た
の
が
残
念
で
す
。
来
年
度
は
、

『
人
材
』
に
し
た
て
あ
げ
、
子
ど
も
た
ち

も
っ
と
多
く
の
組
合
員
が
参
加
で
き
る
よ

の
未
来
を
奪
う
の
が
『
教
科
道
徳
』
で
あ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

り
、
網
走
教
組
は
反
対
す
る
と
と
も
に
人

網
走
の
メ
ー
デ
ー
は
五
月
一
日
に
エ
コ
ー
セ
ン
タ

ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。.

昨
年
度
は
、
交
流
会
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
今
年
は
学
習
会
的
な
雰
囲
気

を
漂
わ
せ
な
が
ら
の
集
会
の
よ
う
な
？
催
し
と
な
り
ま

し
た
。

参
加
者
こ
そ
一
六
名
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
網
走
教

組
か
ら
は
、
実
行
委
員
と
し
て
戸
松
先
生
の
活
躍
が
あ

り
、
代
表
と
し
て
、
長
谷
川
先
生
か
ら
教
育
の
現
場
の

現
状
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
安
倍
内
閣
の
教
育
に
関
す

る
施
策
が
ど
の
よ
う
な
歪
み
を
生
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た.

。

他
に
、
気
象
台
の
職
員
さ
ん
や
、
高
等
学
校
の
先
生

か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
婦
人
の
方
か

ら
は
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
お
話
が
あ

り
、
本
来
は
子
ど
も
を
守
り
、
育
て
る
役
目
を
受
け

持
つ
べ
き
学
校
が
、
上
辺
だ
け
の
対
応
に
な
っ
て
い
て
子

ど
も
の
受
け
皿
と
し
て
本
来
の
姿
を
失
い
か
け
て
は
い

な
い
か
と
い
っ
た
主
旨
の
ご
指
摘
が
あ
り
、
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

網
走
教
組
か
ら
は
他
に
も
二
人
の
発
言
が
あ
り
、
メ

ー
デ
ー
網
走
集
会
は
参
加
者
こ
そ
少
数
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
や
は
り
、
集
会
を
持
つ
こ
と
の
意
義
が
再
確

認
さ
れ
た
と
思
い
ま
す.

。

（
文
責

上
田
）

５月１６日（土）に札幌の道教組本部で全道青年部総会がありました。網走教

組からは青年部代表として山本が出席してきました。全道の各単組から１０名の

参加があり、後志連絡会からは３月まで網走教組の仲間であった能代先生が来て

いました（後志でも元気に活躍しているようです。網走教組の皆さんにもよろし

くお伝えくださいと言っていました）。ここ数年の総会の中では参加者が多く、

昨年度の総括や今年度の方針について熱心に議論がなされました。総会の中で、

一人一人が主体的に取り組む青年部の活動を通して、道教組や各単組に元気や希

望を届けよう。私たちも楽しみながら企画・運営・参加をしようという思いで一

致し、今後もお互いに交流をしていこうという話がされました。総会の後は交流

会も開催し、楽しい時間を過ごしました。

９月に青年部企画「オトナの社会見学in小樽」の開催を予定しています。網走

教組からも青年・自称青年問わず、たくさんの参加を期待しています。

（文責 山本 仁史）

５月11日（火）、今年度の平和大行進が、北見

駅前広場を会場に行われました。行進に先立ち

行われた集会では、網走教組から山本先生が、

学校で歴史を学ぶ意味は、過去の失敗や成功を学び、よりよい未来をつくる力に

するためであり、そういう意味では、国は歴史から未来を創るという視点に立た

ず、過去の失敗をまた繰り返そうとしているという話をしました。今、憲法を変

えるという動きに代表されるように、政府は、日本を戦争する国につくりかえよ

うとしています。集会の後、子どもたちが安心して暮らせる平和な世の中への願

いを込めながら、駅前広場から北見市内をデモ行進しました。この日、網走教組

からは2名が参加しています。参加した組合員のみなさん、ご苦労様でした。


